	第2回　苑内研修報告書　　　　　　　　　　　　　　報告者：田中・村田

	講義内容：MRSAについて　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：近藤　陽香　

	日　　時：平成19年6月27、28日（2日間）　　　17：30～18：00

	場　　所：南山苑４Ｆ　苑長室

	内　　容：①疾患について

　　　　　②治療について

　　　　　③感染対策について

　　　　　④汚染物の対策について

　　　　　　※パワーポイント参照

　　　　　　　　　総参加者　87　名（参加率　　90％）
　　　　　　　　アンケート提出者　62名（回収率　100％）

・アンケート結果

1． 今回の研修内容について

· 分かりやすかった…46名

· 楽しかった…　　　4名

· 難しかった…      12名

· つまらなかった…   0名

· 無回答…           3名

（重複回答あり）

2． 研修を受けて役立つと感じた内容

· 自分だけではなく、利用者様に感染させないよう気を付ける。

· 保菌者と排菌者がいるという事、また、その区別が分かった事。

· MRSAについて再確認する事ができた。

・　予防などの対策方法を知る事が出来た。

· 健康な方には移らないという事。

· 個々に対する病気を考えながらの介護やケア。

· 利用者様への対応、職員の手洗いや、消毒の大切さ。

· MRSAは完治しないという事。

· 感染媒体は私達職員という事。

3． 質問したいこと

· ＭＲＳＡに感染すると具体的にどうなるのか。どのような危険性があるのか

知りたい。

· 現在ＭＲＳＡの方で病院で検査はしなくても良いと言われた場合、ずっと消毒

等はしていかないといけないのか。

· 一般的な感染対策はどうしているのか。

· 保菌者、排菌者の見た目の違い。

· マスクはどうなのか。

· 保菌者でも排菌者でも同じ対応をしなければならないのか。

· 1プラスや2プラスの違いは。

· 認知症の排菌者でマスクをすぐ外してしまう方への対処方法は。

· ＭＲＳＡの写真があれば見たかった。



	　4.　　今後のテーマの希望

・苑で役立つあらゆる事。

· かいせんや食中毒、その他の感染について。

· 高齢者のかかりやすい病気。

· 認知症（重度）について。

　5.　感想等

　・MRSAは最悪死に至るので私達スタッフは普段から手洗い、うがいを徹底しなけ

　　ればならない。対策方法を詳しく学べて良かった。

　・通所にもMRSAの方がいるので、とても興味があった。危険な物なのか実感が

　　欠けていたが感染拡大しないよう、対策を頭に入れておく必要があると思う。

· 感染者の対応を再確認する事ができた。

· 実際どの程度のものか分からなかった。保菌者、排菌者の対応やスタッフが感染

源にならないよう注意していきたい。

· 感染に対しての研修は本当に勉強になる為、もっと取り入れたい。

· 誰もが持っている菌なので、特に注意しなければ抵抗力の弱い高齢者には命に

関わる重大な事になってしまう為、怖いと思いました。

· 本当に分かりやすく個々の病気を考えながらのケアの大事さを強く感じました。

6． 今回の研修の反省点と今後の対応策

・今回もパワーポイントを使用しての研修会であったが、職員はノート等を持参し、メモをとることが出来ていた。しかし、口頭での説明が早いためかもう少しゆっくり

話して欲しいという意見があった。

· 開始時間ギリギリに来ていた人も数名いたが、ほとんどの人は余裕を持って行動出来ていた。

· 講義中は私語はなく、真剣に説明を聞きメモを取っていた。

· 質問の時間では積極的に発言していた。

· 参加人数が多く、椅子だけの人が何人もいた。

· 部屋が暑く冷房をかけたが適温になるまで時間がかかった。

⇒今後開始15～20分前には4Fを開け冷房をかけておく必要がある。




